
陸奥新報
県内事業所の外国人雇用は約 15％、6割が今後検

討 25.03.01

出典：https://mutsushimpo.com/news/abl9it8j/

青森県は２８日、外国人労働者の雇用に関する実態調査結果を公表した。県内
事業所で外国人労働者を雇用しているのは約１５％にとどまる一方、雇用してい
ない事業所の６割が「雇用を検討中・検討したい」と回答した。外国人労働者を増
やし定着するためには、手続きや生活面への支援を求める声が多く、県は受け
入れ窓口の設置や環境づくりの補助金といったサポートを進める。
　県企画調整課によると調査は昨年１２月、県内２０００事業所を対象にインター
ネット形式で行い、９４７事業者が回答（回収率４７・３５％）した。
　それによると「人材を確保できていない」「確保できているが将来に不安」との回
答が９割を占め、福祉や建設業、小売業で割合が高かった。
　労働者を確保するため新卒採用以外の手段を三つまで尋ねたところ、「中途採
用の促進」が８４・２％で最も高く、次いで「定年延長やシニア世代の雇用」が
３６・９％だった。「外国人労働者の雇用」は１３・４％にとどまり、消極的な姿勢も
浮き彫りとなった。
　一方、外国人労働者の雇用について「していない」は８５・４％で、そのうち
６０・１％が「雇用を検討中・検討したい」とした。



八戸工業大学：特定技能エンジニアプログラム
入校式を実施

25.05.16

本学では昨年4月から「八戸工業大学外国人特定技
能エンジニアプログラム」を開設し、留学生の特定技
能1号試験合格を支援してきました。今年度もミャン
マーから留学生を受け入れ、試験合格に向けた講
義を展開します。前期（5月～9月）は、建設分野と自
動車整備分野あわせて10名の留学生が入校しまし
た。

出典：https://www.hi-tech.ac.jp/entry/42171

5月16日（金）に入校式を実施。教職員、内定先企業の関係者などが出席し、入
校を祝福しました。船﨑学長は挨拶冒頭、「မဂင်္ဂလာနနံက်ခင်းပါ။（おはようござい
ます）」とミャンマー語を披露。入校を歓迎するとともに、充実した日々を送り目標
を達成することを願いました。続いて、入学生を代表して自動車整備分野のリン 
ゾウ カインさんが挨拶しました。「初めてのことに不安もあるが、それ以上に楽し
みな気持ちが強い」と話し、今後の授業や就業に熱意を示しました。



青森県「企業向け留学生採用セミナー／交流会」を
開催へ 25.06.19

青森県では、労働力確保対策の一環として高度人材としての留学生等の県内就
職促進に取り組んでおり、これに関連して企業向けのセミナー等を開催します。
留学生と県内企業とのカジュアルな交流会です。 就職を考えている留学生の皆
様、優秀な人材をお探しの企業の皆様、お気軽にご参加ください！

出典：https://www.pref.aomori.lg.jp/release/2025/78343.html


